
利用者 1 名 知見を有する者 1 名

利用者家族 1 名 地域包括支援センター 1 名

地域住民の代表 1 名 事業所職員 2 名
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1111 活動報告活動報告活動報告活動報告
○ 季節に合わせた作品を継続展示

○ 火災を想定した避難訓練を実施

○ 認知症サポート事業所の登録
○ 地域の美化活動を実施

自治会より頂戴した花の育成、デイ周辺の清掃、駐車場の除草などの地域の美化活動を実施。
○ 地域の住民に対して挨拶運動

2222 運営状況運営状況運営状況運営状況
○ 介護度の内訳

要支援1：0名／要支援2：0名
要介護1：5名／要介護2：8名／要介護3：6名／要介護4：4名／要介護5：0名

・ 要介護度２、３の方が多い。３→１や２に改善した利用者もいる

3333 質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答
・

・

・

・

・

4444 運営委員からの評価運営委員からの評価運営委員からの評価運営委員からの評価
（利用者）

（地域住民の代表）

（知見を有する者）

（裏面に続く）

認知症サポート事業所であることを近隣にア
ピールしているか。

現状、アピールしていない。民生委員や社協などに
相談して検討していく。

１０月には文化祭があり、写真や俳句を展示している。自治会や文化協会に相談すれば、作品等を展
示できると思う。

認知症サポート事業所を地域にアピールする際、地域の人は具体的に何の活動をしているか分からな
いので、具体的な活動内容をアピールしてはどうか。

美化活動はどのくらいの頻度で行っている
か。美化活動や挨拶運動は地域の防犯にも
貢献できると思う。

近所の清掃は毎日行なっている。子供１１０番の拠
点のようなものも検討している。

ドライブなどの外出レクの活動状況はどうか。 暑い夏場は控えているが、３～４月はお花を見に
行ったり、ピクニックに行ったりした。長時間座って
いるのがつらい利用者もいるので３０～４０分の短時
間で実施している。

よつ葉で楽しくやっている。

地域の行事には参加しているか。 話をつめていけず参加できていない。利用者の身
体的な状況からお祭りなどに直接参加することは難
しいが、地域の文化祭などに作品を展示は検討。

会 議 録

認知症サポート事業所とは。 帰り方が分からず困っている方に声をかけるなど。
介護事業所として、近所で認知症に不安を抱えて
いる方がいたら相談にのる、包括に連絡など。

近所の人たちによつ葉で何をしているかを知ってもらうために、デイの入口に作品を引き続き展示中。

避難経路などに問題点がある箇所があった。検討していく。年二回訓練を実施する。

住民以外にも近隣の学校の児童・生徒・教師などにも元気な声で挨拶を行なう。

第5回 運営推進会議 議事録
平成 30 年 8 月 24 日

事 業 所 名 デイサービスセンター「よつ葉」

開 催 日 時 平成 30 年 8 月 24 日 （金） 15 時 00 分 ～ 15 時 40 分

開 催 場 所 デイサービスセンター「よつ葉」フロア

参 加 者

議 題

活動報告

運営状況

質疑応答

運営委員からの評価

今後の活動



（地域包括支援センター）

5555 今後の活動今後の活動今後の活動今後の活動
○ 地域の防災訓練（8/26（日））に去年に引き続き参加
○ 事業所の避難訓練も実施
○ 恒例の干支の壁飾り制作
○ 自治会より配布されるお花の育成、地域の美化活動を継続
○ 挨拶運動を引き続き実施
○ 認知症サポート事業所について具体的なことをつめていく

次回、第6回運営推進会議は、平成31年2月の予定

認知症サポート事業所として、包括支援センターと連携を取ってくれることは心強い。

今、地域の防犯対策が課題となっているが、美化活動や挨拶運動は地域の防犯にとってとても良い事。
忙しいと思うが続けてほしい。


